
1 ਤに標
準的なフォイル式ガス軸受を示す．また，軸振動が発生し
たときには振動（荷重）がガス膜を介してトップフォイ
ルへ伝

でんぱ

播し，その際，トップフォイルとバンプフォイルが
擦
こす

れ合うことで振動エネルギーが散逸されるため，高速で

も安定して回すことが可能である．したがって，同軸受は
高速回転機械をオイルフリー化するための有力な手段の一
つとされているが，そのロータ系を設計するには軸受の負
荷能力や剛性・減衰を予測することが必要になる．このた
め，従来，さまざまな解析モデルが提案されてきたが，同
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4. 2ɹϩʔλ౥ݧࢼࡌ

タービン駆動のロータを供試軸受にて 2 点支持し，軸
端に不釣合いを脱着して
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( 2 ) 同軸受を搭載したロータのホワール挙動や不釣合
い応答（影響係数）などに関し，解析結果と試験結
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